
ゴルフコンディショニングについて 

近年、ゴルフレッスンスクールや練習場の普及により、アマチュアゴルファー

もスコアアップのためにレッスンや練習場へ通いつめる方が多くなっており、

ゴルフも運動の１つとして認知されてきました。その一方で、ゴルフによって生

じる肘や腰の怪我（障害）に対する予防方法は未だ周知されていないと感じて

おります。このゴルフコンディショニングでは、ゴルフフィジオセラピスト資格を

有した理学療法士が、ご自身の身体の動きのクセや動かし方、ケア、トレーニ

ングを指導させて頂き、ゴルフスキルの向上や身体にやさしいスイングの習

得をお手伝いさせて頂きます。その上で身体の動かし方、ケア、トレーニング

の重要性を理解して頂けたらと思っております。 

 

理学療法の観点から、正しい運動メカニズ

ムのもと、ゴルフスイングの修正や身体の動

かし方を指導 

スポーツを行う上で必ず身体への負担が生じてきます。しかし同じスポーツを

しても負担がかかる場所は人それぞれです。そのため、その人が持つ身体機

能に合わせた治療が必要です。 

ゴルフではスイングを行う際、身体をねじりながら腕を振っていきます。この複

雑な動作は、肩や、腰はもちろん、膝、足首にまで大きな負担がかかっていま

す。その負担を支えているのは筋肉や関節です。負担に耐えきれなくなった

筋肉や関節は痛みとして本人に警告を発します。そのためご自身の身体に合

った正しいスイングフォームを身につける必要があります。 



ゴルフコンディショニングでは、ベッド上での筋肉や関節の硬さの評価と

併せて、スイング軌道解析機器を使用してスイングによって生じる身体の

動きを評価します。その評価をもとに、あなたの身体に合ったスイングを

ご提案致します。 

加えて、ケアやトレーニング方法の指導も行います。ケアを怠れば痛みが

再燃し、努力によって身につけた正しいスイングを再現することは困難に

なります。そのためケアを行うことがとても重要です。ご自身で負担が生じ

ているところへのケアができるように、わかりやすく指導させて頂きます。 

ぜひゴルフコンディショニングを体験してみてください。 

～ゴルフコンディショニングの流れ～ 

 

問診（ゴルフ歴、よく出るミス、疼痛部位） 
↓ 

評価（筋力、可動域、フォームのチェック） 

↓ 

理学療法（身体の動かし方の指導、下半身、

体幹強化、ストレッチなど） 

↓ 

スイングフォーム修正 


